






























































 結果として、(1) 子どもの自我発達に伴う危機、(2) 子どもの段階的な成長と母
親の呼応性の低さからくる危機、(3)子どもの環境の変化による危機、の 3点から虐
待的な行動につながりやすい危機について考察を行った。そして、育児困難からの打
開策としての閉鎖的な家族システムを拡大すること、母親の主体的「意味づけ」を経
た上での行動選択は直接的に母子関係や子どもの育ちに関係することを結論として
述べた。 
 第 5章「ニュージーランドの子ども虐待支援-近代家族イデオロギーを超越して-」
では、近代家族イデオロギーを超越し、家族多様化のなかでの子ども虐待予防支援シ
ステムに成功したニュージーランドで、多様な家族支援の取り組みを見、5つの児童
保護機関へのインタビュー調査で得た事例から近代家族イデオロギーから脱するこ
とで子ども虐待を抑止する取り組み、ソーシャルワーカーに求められる「ノンジャッ
ジメンタルな姿勢」の重要性、拡大家族のなかでの支援の可能性について、虐待とＤ
Ｖをファミリーバイオレンスとして一本化することで社会への啓発力を増すことに
ついて述べた。 
 第 6章「考察と提言」では、これまでの分析結果を改めて整理し、近代家族イデオ
ロギーがどのように子ども虐待を生じさせやすい状況につながっているかを考察し、
状況打開への一助として、閉鎖な家庭環境を打破するため支援、虐待と DVを統合し
た支援体制、子ども虐待支援職における多様な家族への「ノンジャッジメンタルな姿
勢」の重要性について言及し、大学カリキュラムや現任教育への導入することの必要
性を述べている。最後に、子ども虐待支援職者が「家族多様化の視点」を持つことの
必要性を述べている。 
 
 
 
 
 
